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 対象は2007年08月から 2010年12月までのT1-T4, N0-N3, M0の女性乳癌患者37例。本人より
インフォームドコンセントを得て臨床試験として行った。治療前に超音波ガイド下針生検を
行い、組織型やバイオマーカーであるestrogen receptor (ER), progesterone receptor 
(PgR),HER2を確認した。 
全例Docetaxel (70 – 75 mg/m2)を4コース施行した。 
18F-FDG-PETの評価はmaximum standardized uptake value (SUVmax) を用いて行った。腫瘍径
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【結果】 
治療前とDocetaxel 1コース後のSUVmax変化率と、治療前とDocetaxel 4コース後のMRI画
像上の腫瘍縮小率に有意な強い相関が認められた(r = 0.746, P <0.001)。    
Docetaxel 1コース後の SUVmax 変化率はMRI画像上の腫瘍縮小率によって(1)から(3)の3群に
分けられた。 
(1) SUVmax 減少率18%未満 (低値群) [95% 信頼区間(CI)=3%– 14%]：8例全てでstable disease 
  (cSD)であった。ER+/HER2- とER-/HER2-がこの群に属していた。 
(2) SUVmax 減少率19%– 44% (中間値群) [95% CI=26%– 35%]：cSDが5例、clinical partial  
response (cPR)が8例でclinical complete response (cCR)例は認めなかった。 
(3) SUVmax 減少率45以上(高値群) [95% CI=51%– 61%]：全例でPRとcCR であった。ER+/HER2- 











  乳癌術前化学療法においてDocetaxel 1コース後のSUVmax変化率は、抗腫瘍効果とよく相関す
る。よってSUVmax変化率が18%未満の場合には、Docetaxel治療抵抗性であり、治療中止を考慮
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 対象は2007年08月から 2010年12月までのT1-T4, N0-N3, M0の女性乳癌患者37例である。治
療前に超音波ガイド下針生検を行い、組織型やバイオマーカーであるestrogen receptor (ER), 
progesterone receptor (PgR), HER2を確認した。全例Docetaxel (70 –75 mg/m2)を4コース施行した。
18
F-FDG-PETの評価はmaximum standardized uptake value (SUVmax) を用いて行った。腫瘍径は造





上の腫瘍縮小率に有意な相関が認められた(r = 0.746, P <0.001)。SUVmax 減少率18%未満の8例









したものであり、博士（医学）の学位に値するものと判定した。              
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